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1 ex.，ヘリポート；2 exs.，大山，25. III. 2015，
小島採集．

請島初記録．本種はこれまで奄美大島および沖
縄島からのみ知られていた（滝沢，2007）．本種な
らびに次種は，請島からは初のツツハムシ亜科の
記録となる．

2．キボシツツハムシCryptocephalus perelegans Baly, 
1873

2 exs.，大山，25. III. 2015，小島採集．
請島初記録．本州，八丈島，四国，沖ノ島，九州，

対馬，五島列島，男女群島，平戸島，甑島，種子
島，屋久島，トカラ列島，口永良部島，奄美大島，
沖永良部島，沖縄島，久米島，北大東島，宮古
島，宮古島，波照間島，石垣島，石表島，与那国
島および台湾に分布している（滝沢，2007；川畑，
2010）．本種は地域によって色彩の変異が大きく，
研究者によっては，前胸背板の色彩や鞘翅の斑紋
パターンなどにより亜種および変種として扱って
いる（Chûjô, 1935；Kimoto, 1974）．

ノミハムシ亜科 Alticinae Newman, 1835

3．キイロミゾアシノミハムシ基亜種 Hemipyxis 
foveolata foveolata (Chûjô, 1958)

3 exs.，池地，25. III. 2015，小島採集．
請島初記録．トカラ列島中之島，奄美大島，沖

縄島および久米島に分布する（東ら，2002；滝沢，
2012）．奄美群島における記録は少なく，今回の報
告は 2 島目の産地となる．

4．カワリヒゲブトノミハムシ Nonarthra amamiana 
Chûjô, 1957

1 ex.，大山，25. III. 2015，小島採集．
請島初記録．これまで，奄美大島，沖縄島およ

び北大東島から記録されている（滝沢，2012；Lee, 
2014）．
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セスジダルマガムシ属 Ochthebius を中心に分
子系統解析が行われた．日本産種は以下の通り
となった．特に変更はないが，Enicocerus ？と
されていたグループは真正 Enicocerus と異なり
nitidipennis 種群であることになった（以下，ダル
マガムシを略）．

Ochthebius (Asiobates)・・・・エゾセスジ
Ochthebius (Ochthebius)・・・・残りの種
 foveolatus種群・・・・コセスジ
 marinus種群・・・・・ニッポンセスジ
 nitidipennis種群・・・アマミセスジ，ハセガ

ワダルマ，ホンシュウセスジ，ナカネダルマ
 punctatus種群・・・・セスジ，シオダマリセ

スジ
 vandykei種群・・・・ イセコブセスジ，クロ

コブセスジ，イズモコブセスジ，セトコブセ
スジ，キタコブセスジ

（吉富博之　愛媛大学ミュージアム）


